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第
四
回 

北
の
シ
ナ
リ
オ
大
賞 

 

  
 

テ
ー
マ
「
ほ
ら
、
と
な
り
に
い
る
よ
」 

  Long distance call 

 

― 

僕
の
想
い
、
彼
女
の
願
い 

― 

  
 
 
 
 
 
 

最
終
決
定
校 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 

瀬
川
隆
文 

） 
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澪
（
Ｍ
）
「
秀
君
、
覚
え
て
る
？
シ
ュ
ー
パ
ロ
湖
の

水
面
を
揺
ら
し
な
が
ら
吹
い
て
来
た
春
風
が
鉄
橋

を
叩
く
音
。
ど
こ
ま
で
も
広
い
夏
の
空
に
湧
き
あ

が
っ
た
入
道
雲
。
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
に
立
っ
て

い
た
イ
タ
ヤ
カ
ヤ
デ
の
大
き
な
葉
が
黄
金
色
に
染

ま
っ
た
秋
の
夕
日
。
早
朝
、
真
っ
白
な
雪
原
に
残

さ
れ
た
野
兎
の
足
跡
。
私
は
そ
ん
な
鹿
島
を
覚
え

て
い
る
よ
・
・
・
・
」 

 

○
タ
イ
ト
ル
・
コ
ー
ル 

 

秀
一
・
澪
「
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ 

Ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ 

Ｃ

ａ
ｌ
ｌ
」 

秀
一
「
・
・
・
・
僕
の
想
い
」 

澪 

「
・
・
・
・
彼
女
の
願
い
」 

 

○
２
０
０
６
年 

東
京 

秀
一
の
会
社 

電
話
の
音
や
キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
く
音
が
聞
こ
え

る
。 

 
 

そ
れ
ら
の
音
に
混
ざ
っ
て
、
Ｔ
Ｖ
か
ら
夕
張
の

財
政
破
綻
を
伝
え
る
声
。 

同
僚
「
課
長
、
よ
う
は
倒
産
み
た
い
な
も
ん
す
よ
ね
」 

上
司
「
街
も
つ
ぶ
れ
ち
ま
う
か
・
・
・
・
。
そ
う
い

え
ば
、
秀
一
・
・
・
・
」 

秀
一
「
え
え
。
小
学
生
の
頃
ま
で
・
・
・
・
」 

上
司
「
ま
だ
知
り
合
い
、
い
る
の
か
？
」 

秀
一
「
・
・
・
・
幼
馴
染
が
」 

 

○
東
京
・
新
宿
駅
前
の
信
号 

 
 

雑
踏
の
中
に
響
く
信
号
の
変
わ
る
音
楽
。 

 
 

一
斉
に
行
き
交
う
大
人
数
の
靴
音
が
響
く
。 

秀
一
（
Ｍ
）
「
夕
張
。
そ
の
街
の
名
前
を
聞
く
と
、

い
つ
も
心
に
針
で
刺
さ
れ
た
よ
う
な
微
か
な
痛
み

を
覚
え
る
。
炭
鉱
で
栄
え
た
観
光
の
街
。
僕
と
幼

馴
染
の
澪
は
、
そ
こ
の
鹿
島
で
生
ま
れ
育
ち
、
何

時
で
も
何
処
で
も
一
緒
だ
っ
た
・
・
・
・
」 

 
 

靴
音
が
消
え
、
代
わ
り
に
虫
や
梟
の
鳴
き
声
が

聞
こ
え
て
く
る
。 

 

○
１
９
９
６
年 

夕
張 

夏 

 
 

秀
一
の
家
の
庭
先
。 

母 

「
澪
ち
ゃ
ん
、
秀
一
、
本
当
に
そ
の
テ
ン
ト
で

寝
る
の
？
」 

秀
一
「
庭
な
ら
い
い
で
し
ょ
？
」 

母 

「
母
さ
ん
、
心
配
だ
わ
・
・
・
・
」 

澪 

「
大
丈
夫
で
ー
す
！
」 

母 

「
（
笑
い
な
が
ら
）
そ
お
？
ん
ー
。
澪
ち
ゃ
ん

が
一
緒
な
ら
安
心
か
な
？
」 

秀
一
「
（
不
貞
腐
れ
て
）
僕
だ
け
な
ら
ダ
メ
な
く
せ 

に
！
」 

 
 

秀
一
の
言
葉
に
、
母
、
鼻
で
笑
い
な
が
ら
。 

母 

「
日
頃
の
行
い
が
物
を
言
う
の
よ
」 

秀
一
「
フ
ン
！
」 

母 

「
そ
れ
じ
ゃ
、
澪
ち
ゃ
ん
、
よ
ろ
し
く
ね
。
（
口 

煩
く
）
秀
一
、
早
く
寝
る
の
よ
！
」 

 
 

母
、
そ
う
言
い
な
が
ら
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
家
に
入

る
。 

 
 

網
戸
の
閉
ま
る
音
が
聞
こ
え
、風
鈴
の
鳴
る
音
。 

秀
一
「
べ
ー
だ
！
」 

 
 

澪
が
ク
ス
ク
ス
笑
う
声
に
混
ざ
り
、
虫
の
声
が

聞
こ
え
る
。 

澪 

「
鹿
島
で
の
最
後
の
夜
だ
ね
」 

秀
一
「
で
も
夕
張
、
離
れ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
よ
」 

澪 

「
そ
う
だ
ね
」 

 
 

野
鳩
の
鳴
く
声
が
聞
こ
え
る
。 

澪 

「
夜
な
の
に
鳴
い
て
る
」 

秀
一
「
澪
・
・
・
・
」 

澪 

「
な
に
？
」 

秀
一
「
こ
れ
・
・
・
・
」 

 
 

秀
一
、
そ
う
言
い
な
が
ら
バ
ー
ド
・
コ
ー
ル
を

鳴
ら
す
。 

澪 

「
鳥
の
鳴
き
声
み
た
い
」 

秀
一
「
バ
ー
ド
・
コ
ー
ル
。
鳴
ら
す
と
鳥
が
寄
っ
て

く
る
ん
だ
よ
。
御
揃
い
で
買
っ
た
ん
だ
。
・
・
あ

げ
る
」 

澪 

「
・
・
・
・
い
い
の
？
」 

 
 

秀
一
と
澪
、
互
い
に
バ
ー
ド
・
コ
ー
ル
を
鳴
ら

す
。
音
に
違
い
が
あ
る
。 

秀
一
「
音
、
聞
こ
え
た
ら
、
何
処
に
居
る
か
分
か
る

か
ら
」 

澪 

「
あ
り
が
と
う
！
大
事
に
す
る
ね
！
」 

 
 

虫
や
梟
、
野
鳩
の
鳴
き
声
が
静
か
に
消
え
、
都

会
の
雑
踏
と
大
人
数
の
靴
の
音
が
蘇
る
。 

秀
一
（
Ｍ
）
「
あ
の
頃
、
僕
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
傍

に
い
る
と
信
じ
て
い
た
。
夕
張
で
過
ご
し
た
最
後

の
冬
ま
で
は
・
・
・
・
」 

 
 

信
号
機
が
変
わ
る
音
楽
。 

 

○
１
９
９
６
年 

夕
張 

冬 

秀
一
「
東
京
！
」 
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父 

「
秀
一
が
春
に
卒
業
し
た
ら
引
っ
越
す
」 

秀
一
「
（
怒
っ
て
）
父
さ
ん
！
」 

父 
「
こ
の
町
は
シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム
の
底
に
沈
む
か

ら
、
来
年
に
は
み
ん
な
引
っ
越
さ
な
き
ゃ
な
ら
な

い
ん
だ
」 

秀
一
「
で
も
澪
の
家
と
同
じ
、
清
水
沢
に
移
る
っ
て

言
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
！
」 

父 

「
最
初
は
な
・
・
・
・
」 

秀
一
「
（
不
貞
腐
れ
な
が
ら
）
な
ん
で
、
・
・
・
・

東
京
？
」 

 
 

台
所
に
い
た
母
親
が
近
づ
い
て
く
る
。
声
、
次

第
に
大
き
く
。 

母 

「
東
京
の
お
爺
ち
ゃ
ん
、
病
気
な
の
よ
。
お
婆

ち
ゃ
ん
、
付
き
っ
切
り
で
ね
。
叔
母
さ
ん
達
は
遠

く
に
住
ん
で
る
で
し
ょ
？
お
父
さ
ん
た
ち
、
お
手

伝
い
し
て
あ
げ
た
い
の
」 

秀
一
「
一
番
遠
い
の
は
、
う
ち
じ
ゃ
な
い
か
！
」 

父 

「
そ
れ
に
、
い
ま
が
不
景
気
な
の
は
秀
一
も
分

か
る
だ
ろ
？
」 

秀
一
「
・
・
・
・
う
ん
」 

父 

「
父
さ
ん
の
会
社
も
、
い
ま
辞
め
る
と
、
少
し

多
く
お
金
を
く
れ
る
。
そ
れ
に
友
達
が
東
京
で
仕

事
を
手
伝
っ
て
欲
し
い
っ
て
言
っ
て
く
れ
て
る
ん

だ
」 

秀
一「（
口
篭
り
な
が
ら
）急
に
言
わ
れ
た
っ
て
・・・・
」 

父 

「
分
か
っ
て
く
れ
る
な
。
秀
一
」 

 

○
小
学
校 

放
課
後
の
教
室 

 
 

チ
ャ
イ
ム
の
音
と
下
校
を
促
す
放
送
が
響
く
。

遠
ざ
か
る
子
供
達
の
声
。 

澪 

「
東
京
！
」 

秀
一
「
・
・
・
・
う
ん
」 

澪 

「
な
ん
で
！
秀
君
だ
け
残
れ
な
い
の
？
」 

秀
一
「
何
処
に
住
む
の
さ
？
」 

澪 

「
う
ち
に
お
い
で
よ
！
」 

秀
一
「
澪
の
家
だ
っ
て
引
っ
越
す
の
マ
ン
シ
ョ
ン
だ

ろ
？
僕
の
部
屋
な
ん
か
無
い
よ
」 

澪 

「
私
と
一
緒
で
い
い
で
し
ょ
？
」 

秀
一
「
（
照
れ
な
が
ら
）
ば
、
ば
か
！
無
理
だ
っ
て
。

う
ち
の
親
が
許
し
て
く
れ
な
い
」 

澪 

「
じ
ゃ
、
ど
う
す
る
の
！
本
当
に
行
っ
ち
ゃ
う

の
！
」 

秀
一
「
・
・
・
・
仕
方
が
な
い
だ
ろ
？
」 

澪 

「
（
泣
き
な
が
ら
）
秀
君
の
バ
カ
！
」 

秀
一
（
Ｍ
）
「
当
時
の
僕
に
澪
の
気
持
ち
を
受
け
止

め
る
余
裕
は
無
く
、
仲
直
り
出
来
な
い
ま
ま
、
翌

年
の
春
、
僕
は
夕
張
を
後
に
し
た
」 

 

○
１
９
９
７
年
・
５
月 

東
京
・
月
島 

秀
一
の
マ

ン
シ
ョ
ン 

 
 

晴
海
か
ら
都
心
に
向
か
っ
て
走
る
大
型
ト
ラ
ッ

ク
の
音
に
混
ざ
り
、
小
型
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
が

隅
田
川
か
ら
海
に
向
か
う
音
が
聞
こ
え
る
。 

 
 

電
話
が
鳴
る
音
。 

母 

「
秀
一
、
電
話
出
て
！ 
母
さ
ん
、
お
爺
ち
ゃ

ん
、
お
風
呂
に
入
れ
て
る
か
ら
！
」 

秀
一
「
う
ん
。
は
い
、
平
山
で
す
」 

澪 

『
秀
君
？
』 

秀
一
「
・
・
・
・
澪
？
」 

澪 

『
う
ん
』 

秀
一
「
東
京
の
番
号
、
良
く
分
か
っ
た
ね
？
」 

澪 

『
お
じ
さ
ん
か
ら
引
越
し
の
葉
書
き
て
た
か

ら
・
・
・
・
。
突
然
、
ご
め
ん
』 

秀
一
「
う
う
ん
。
僕
も
手
紙
書
こ
う
と
思
っ
て

た
。
・
・
・
・
謝
り
た
く
て
」 

澪 

『
謝
る
こ
と
な
い
』 

秀
一
「
で
も
、
澪
、
泣
か
せ
ち
ゃ
っ
た
し
」 

澪 

『
悪
い
の
私
だ
か
ら
。
ゴ
メ
ン
』 

秀
一
「
僕
も
ゴ
メ
ン
」 

澪 

『
・
・
・
・
東
京
・
・
・
・
ど
う
？
』 

秀
一「
２
ヶ
月
経
つ
け
ど
、街
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。

月
島
っ
て
所
に
住
ん
で
て
、
海
が
近
い
」 

澪 

『
海
か
。
夕
張
か
ら
は
遠
い
か
ら
ね
』 

秀
一
「
で
も
山
が
遠
い
。
人
も
車
も
多
い
し
」 

澪 

『
そ
う
な
ん
だ
。・
・
・
・
そ
っ
ち
の
中
学
、・
・
・
・

慣
れ
た
？
』 

秀
一
「
（
言
葉
を
濁
し
な
が
ら
）
・
・
・
・
な
ん
と

な
く
ね
。
澪
は
？
」 

澪 

『
ク
ラ
ス
に
鹿
島
小
の
子
、
い
る
か
ら
・
・
・
・
』 

秀
一
「
へ
ぇ
ー
。
で
も
元
気
そ
う
で
良
か
っ
た
」 

澪 

『
・
・
・
・
元
気
・
・
・
・
じ
ゃ
な
い
よ
』 

秀
一
「
何
か
あ
っ
た
？
」 

澪 

『
秀
君
が
い
な
い
も
ん
！
（
淋
し
そ
う
に
）
学

校
の
行
き
帰
り
、
教
室
に
も
、
何
処
に
も
・
・
・
・
。

傍
に
秀
君
が
い
な
い
の
に
、
元
気
な
わ
け
な
い

よ
・
・
・
・
』 

秀
一
「
ご
め
ん
・
・
・
・
」 

澪 

『
・
・
・
・
謝
ら
な
い
で
』 

秀
一
「
・
・
・
・
で
も
、
や
っ
ぱ
り
ゴ
メ
ン
」 

 
 

電
話
の
向
こ
う
微
か
な
ラ
ジ
オ
の
音
。
音
楽
が
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聞
こ
え
る
。 

澪 
『
・
・
・
・
あ
の
ね
。
た
ま
に
電
話
し
て
い
い
？
』 

秀
一
「
僕
も
」 

澪 

『
う
う
ん
。
私
か
ら
す
る
。
秀
君
か
ら
来
る
と

思
っ
た
ら
、
私
、
電
話
の
前
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く

な
る
。
だ
か
ら
私
が
す
る
・
・
・
・
』 

秀
一
（
Ｍ
）
「
こ
う
し
て
、
僕
と
澪
の
長
距
離
電
話

が
始
ま
っ
た
・
・
・
・
」 

 

○
電
話
の
音 

澪 

『
そ
れ
で
ね
。
そ
の
因
数
分
解
が
分
か
ん
な
く

て
。
ほ
ん
と
ど
う
よ
？
っ
て
感
じ
？
』 

秀
一
「
因
数
分
解
は
さ
。
式
の
両
側
か
ら
見
る
と
い

い
よ
。
・
・
・
・
す
る
と
、
Ｘ
た
す
３
の
２
乗
。

ね
」 

澪 

『
お
お
ぉ
ぉ
ぉ
！
さ
す
が
秀
君
！
算
数
、
得
意

だ
っ
た
も
ん
ね
』 

秀
一「
澪
は
分
数
の
計
算
で
も
散
々
悩
ん
で
た
よ
ね
」 

澪 

『
あ
れ
っ
て
余
計
に
難
し
く
し
て
る
だ
け
だ

よ
！
』 

秀
一
「
ま
ぁ
ね
。
ん
？
花
火
？
」 

 
 

受
話
器
の
向
こ
う
か
ら
、
微
か
に
聞
こ
え
る
花

火
の
音
。 

澪 

『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
下
で
や
っ
て
る
』 

秀
一
「
窓
、
開
け
て
る
ん
だ
」 

澪 

『
・
・
・
・
開
け
て
な
い
の
？
』 

秀
一
「
車
の
音
う
る
さ
い
し
。
そ
れ
に
ク
ー
ラ
ー
つ

け
て
る
か
ら
」 

澪 

『
う
そ
！
』 

秀
一
「
こ
っ
ち
じ
ゃ
普
通
。
無
か
っ
た
ら
、
夏
、
暮

ら
せ
な
い
」 

澪 

『
そ
ん
な
暑
い
ん
だ
』 

秀
一
「
夜
は
暑
く
て
寝
れ
な
い
。
朝
は
汗
で
グ
ッ
シ

ョ
リ
」 

澪 

『
大
変
だ
ね
』 

秀
一
「
で
も
慣
れ
な
く
ち
ゃ
」 

澪 

『
・
・
・
・
慣
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
』 

 
 

花
火
の
音
が
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
る
。 

澪 

『
（
気
を
取
り
直
し
て
）
あ
の
ね
。
今
度
十
月

に
鹿
島
の
人
た
ち
が
集
ま
る
の
。
夕
張
を
離
れ
た

人
も
来
る
っ
て
』 

秀
一
「
澪
も
行
く
の
？
」 

澪 

『
札
幌
に
越
し
た
綾
ち
ゃ
ん
が
来
る
か
ら
。・・・・

秀
君
、
・
・
・
・
来
れ
な
い
よ
ね
？
』 

秀
一
「
・
・
・
・
ち
ょ
っ
と
無
理
。
さ
す
が
に
遠
い
」 

澪 

『
そ
う
だ
よ
ね
・
・
・
・
。
ね
ぇ
、
秀
君
。
（
バ

ー
ド
・
コ
ー
ル
の
音
）
持
っ
て
る
？
』 

秀
一
「
（
答
え
る
よ
う
に
バ
ー
ド
コ
ー
ル
を
鳴
ら
す
）

い
つ
も
首
か
ら
下
げ
て
る
よ
」 

澪 

『
私
も
だ
よ
』 

 

○
営
団
地
下
鉄
・
日
比
谷
線 

車
内 

 
 

満
員
状
態
の
車
内
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
モ
ミ
ク

チ
ャ
に
さ
れ
て
い
る
秀
一
。 

秀
一
「
（
く
ぐ
も
り
、
疲
れ
た
声
で
あ
り
な
が
ら
、

少
し
怒
り
つ
つ
）
何
だ
っ
て
、
こ
ん
な
に
人
が
多

い
ん
だ
よ
！
こ
の
街
は
！
」 

 
 

駅
に
滑
り
込
む
地
下
鉄
。
断
続
的
に
続
く
ブ
レ

ー
キ
音
。 

 
 

地
下
鉄
の
ド
ア
が
開
き
、
一
斉
に
動
き
出
す
社

内
の
人
々
の
靴
音
。 

秀
一
「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
！
誰
か
に
引
っ
掛
か
っ
て

る
！
バ
ー
ド
・
コ
ー
ル
！
引
っ
掛
か
っ
て
る
！
」 

 
 

ペ
ン
ダ
ン
ト
の
鎖
が
切
れ
る
音
、そ
れ
に
続
き
、

断
末
魔
の
悲
鳴
の
よ
う
に
短
く
鳴
る
バ
ー
ド
・

コ
ー
ル
。 

 
 

床
に
転
が
る
音
。 

秀
一
「
僕
の
！
・
・
・
・
バ
ー
ド
・
コ
ー
ル
！
」 

 
 

無
情
に
響
く
大
人
数
の
靴
音
。
次
第
に
小
さ
く

な
り
、 

澪 

『
・
・
・
・
満
員
電
車
じ
ゃ
見
つ
か
ら
な
く
て

も
仕
方
が
な
い
よ
』 

秀
一
「
・
・
・
・
ご
め
ん
」 

澪 

『
仕
方
が
な
い
よ
・
・
・
・
』 

秀
一
（
Ｍ
）
「
澪
の
囁
く
よ
う
な
声
に
、
僕
は
と
て

も
大
切
な
絆
を
失
っ
た
気
が
し
た
・
・
・
・
」 

  
 

音
楽
で
間 

 

○
電
話
の
音
。 

澪 

『
高
校
、
受
か
り
ま
し
た
！
』 

秀
一
「
お
め
で
と
う
」 

澪 

『
い
や
い
や
。
お
互
い
様
と
言
う
事
で
』 

秀
一
「
僕
は
推
薦
だ
か
ら
」 

澪 

『
そ
れ
で
そ
っ
ち
の
付
属
高
校
は
入
れ
る
な
ん

て
凄
い
よ
。
そ
れ
も
理
系
で
し
ょ
？
』 

秀
一
「
（
照
れ
な
が
ら
）
い
や
。
ま
あ
ね
」 

澪 

『
う
わ
っ
！（
お
ど
け
て
）調
子
乗
っ
て
ま
す
？
』 

秀
一
「
べ
、
べ
つ
に
！
」 

澪 

『
嘘
。
ジ
ョ
ー
ダ
ン
。
や
っ
ぱ
り
秀
君
は
凄
い
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よ
。
将
来
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
？
あ
れ
？
小

三
の
作
文
で
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
た
い
と
か
書
い
て
た

っ
け
？
』 

秀
一
「
冗
談
だ
よ
」 

澪 

『
で
も
夢
な
ん
だ
よ
ね
？
だ
か
ら
高
校
、
工
学

科
で
し
ょ
』 

秀
一
「
ま
ぁ
、
で
き
れ
ば
ね
。
と
こ
ろ
で
澪
は
将
来

ど
う
す
る
の
？
」 

澪 

『
福
祉
と
か
に
進
み
た
い
か
な
。
保
育
士
と
か

介
護
士
？
看
護
師
は
ち
ょ
っ
と
無
理
っ
ぽ
い
』 

秀
一
「
な
ん
で
？
」 

澪 

『
私
、
血
と
か
ダ
メ
な
人
だ
か
ら
』 

秀
一
「
そ
ん
な
？
で
も
な
ん
で
？
お
母
さ
ん
の
影

響
？
」 

澪 

『
そ
れ
も
か
な
。
で
も
本
当
の
と
こ
ろ
、
夕
張
、

お
年
寄
り
多
い
か
ら
ね
』 

秀
一
「
・
・
・
・
地
元
残
る
の
？
札
幌
と
か
、
こ
っ

ち
に
は
？
」 

澪 

『
そ
れ
は
な
い
と
思
う
』 

秀
一
「
ど
う
し
て
？
出
て
来
た
方
が
・
・
・
・
」 

澪 

『
愉
し
い
よ
ね
。
で
も
私
は
夕
張
が
い
い
。
此

処
の
自
然
が
好
き
。
人
の
結
び
つ
き
の
強
さ
が
好

き
。
き
っ
と
そ
ん
な
場
所
、
他
に
無
い
か
ら
。
理

由
は
そ
ん
な
事
な
ん
だ
け
ど
。
で
も
そ
れ
が
一
番

大
事
か
な
っ
て
、
そ
う
思
う
・
・
・
・
』 

 

○
携
帯
の
着
信
音
。 

秀
一
「
も
し
も
し
？
」 

澪 

『
ど
ー
も
ー
！
澪
で
ー
す
！
』 

秀
一
「
携
帯
、
買
っ
た
の
？
」 

澪 

『
そ
う
で
ー
す
！
』 

秀
一
「
知
ら
な
い
番
号
だ
か
ら
ド
キ
ッ
と
し
た
よ
。

つ
い
に
携
帯
デ
ビ
ュ
ー
で
す
か
？
」 

澪 

『
女
子
高
生
の
必
需
品
で
し
ょ
？
』 

秀
一
「
た
し
か
に
ね
。
そ
う
だ
。
メ
ル
・
ア
ド
教
え

て
よ
」 

澪 

『
・
・
・
・
や
だ
』 

秀
一
「
へ
？
ア
ド
レ
ス
な
い
と
か
？
」 

澪 

『
あ
る
』 

秀
一
「
じ
ゃ
、
教
え
て
よ
」 

澪 

『
教
え
な
い
』 

秀
一
「
え
ー
と
。
も
し
も
ー
し
。
わ
け
わ
か
ん
な
い

ん
で
す
け
ど
？
」 

澪 

『
教
え
た
ら
メ
ー
ル
す
る
で
し
ょ
？
』 

秀
一
「
す
る
よ
」 

澪 

『
私
、
返
さ
な
い
よ
。
電
話
す
る
』 

秀
一
「
で
も
メ
ー
ル
の
方
が
速
い
し
、
電
話
代
も
か

か
ら
な
い
し
。
相
手
の
用
事
、
気
に
し
な
く
て
い

い
し
・
・
・
・
」 

澪 

『
だ
・
か
・
ら
、
い
・
や
・
だ
！
』 

秀
一
「
え
ー
と
・
・
・
・
」 

澪 

『
秀
君
と
は
電
話
が
い
い
。
ほ
か
の
人
は
メ
ー

ル
で
い
い
け
ど
、
秀
君
は
電
話
じ
ゃ
な
き
ゃ
ダ
メ

な
の
。
い
ま
外
か
な
？
勉
強
中
か
な
？
も
う
寝
ち

ゃ
っ
た
か
な
？
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
電
話
し

た
い
の
。
秀
君
の
声
が
聞
き
た
い
の
！
だ
め
？
迷

惑
？
』 

秀
一
「
い
や
、
全
然
・
・
・
・
」 

澪 

『
そ
れ
な
ら
い
ま
ま
で
ど
お
り
ね
』 

秀
一
（
Ｍ
）
「
僕
と
澪
、
互
い
に
相
手
の
事
を
ど
う

想
っ
て
い
る
か
は
、
充
分
す
ぎ
る
ほ
ど
分
か
っ
て

い
た
。
だ
か
ら
敢
え
て
そ
れ
は
口
に
出
さ
な
い
。

も
し
言
葉
に
す
れ
ば
、
余
計
に
互
い
の
距
離
を
悲

し
く
感
じ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
澪
が
メ
ー
ル
を
嫌

っ
た
の
は
正
解
だ
っ
た
。
き
っ
と
想
い
を
書
い
て

し
ま
っ
た
は
ず
だ
。
時
に
メ
ー
ル
は
人
の
想
い
を

虚
ろ
に
す
る
。
僕
は
そ
う
思
う
」 

 

○
携
帯
の
呼
び
出
し
音
が
二
、
三
度
鳴
り
、
電
話
の

つ
な
が
る
音
。 

秀
一
「
ね
ぇ
、
修
学
旅
行
、
ど
こ
？
」 

澪 

『
お
約
束
の
奈
良
・
京
都
』 

秀
一
「
う
ち
も
同
じ
。
日
程
は
？
」 

澪 

『
十
三
日
の
お
昼
に
京
都
に
着
い
て
一
泊
。で
、

次
の
日
の
昼
か
ら
奈
良
』 

秀
一
「
半
日
う
ち
の
方
が
早
い
な
。
朝
に
は
京
都
出

る
か
ら
」 

澪 

『
残
念
、
会
え
る
か
な
と
か
思
っ
た
け
ど
』 

秀
一
「
そ
う
だ
ね
。
そ
う
だ
！
先
に
感
想
聞
か
せ
て

あ
げ
る
よ
」 

澪 

『
そ
れ
禁
止
！
面
白
く
な
く
な
る
！
』 

秀
一
（
Ｍ
）
「
僕
達
は
互
い
に
家
に
帰
り
着
い
て
か

ら
、
改
め
て
旅
の
話
を
す
る
事
に
決
め
た
。
ま
る

で
一
緒
に
過
ご
し
た
か
の
様
に
感
じ
る
為
に
・・・・
」 

 

○
京
都
・
修
学
旅
行
の
バ
ス
の
中
。 

 
 

ざ
わ
つ
く
生
徒
達
の
声
。 

八
嶋
「
な
ぁ
、
西
尾
。
や
っ
ぱ
京
都
、
寺
ば
っ
か
だ

な
」 

西
尾
「
ん
な
事
よ
り
、
渋
滞
ひ
ど
く
ね
ぇ
？
」 
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秀
一
（
Ｍ
）
「
修
学
旅
行
と
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
が

重
な
っ
た
せ
い
か
、
朝
か
ら
奈
良
へ
向
か
っ
た
僕

た
ち
の
バ
ス
は
昼
近
く
ま
で
京
都
市
内
の
渋
滞
に

捕
ま
っ
て
い
た
」 

八
嶋
「
あ
れ
？
反
対
車
線
の
も
修
学
旅
行
の
バ
ス
じ

ゃ
ん
」 

西
尾
「
マ
ジ
？
可
愛
い
娘
、
乗
っ
て
る
？
」 

八
嶋
「
う
ー
ん
。
お
っ
。
け
っ
こ
う
い
い
感
じ
の
娘
。

あ
れ
？
こ
っ
ち
見
て
驚
い
て
る
？
」 

西
尾
「
八
嶋
・
・
・
・
、
変
な
事
し
た
？
」 

八
嶋「
ば
か
！
し
ね
ぇ
よ
！
お
っ
？
携
帯
か
け
て
る
」 

西
尾
「
や
っ
ぱ
、
な
ん
か
し
た
ん
だ
よ
。
警
察
呼
ば

れ
ん
ぞ
」 

八
嶋
「
ふ
ざ
け
ろ
！
」 

西
尾
「
い
や
！
絶
対
だ
っ
て
！
な
ぁ
、
秀
一
！
」 

秀
一
「
（
気
の
無
い
感
じ
で
）
ん
？
あ
あ
。
た
ぶ

ん
な
・
・
・
・
」 

 
 

携
帯
の
着
信
音
が
鳴
る
。 

秀
一
「
・
・
・
・
澪
？
（
一
呼
吸
お
い
て
）
も
し
も

し
？
」 

澪 

『
（
慌
て
て
）
秀
君
！
秀
君
！
』 

秀
一
「
何
か
あ
っ
た
！
」 

澪 

『
（
涙
声
で
）
外
！
外
、
見
て
！
』 

 
 

少
し
遠
く
に
聞
こ
え
る
八
嶋
と
西
尾
の
会
話
。 

八
嶋
「
あ
れ
？
あ
の
娘
、
な
ん
か
こ
っ
ち
、
手
、
振

っ
て
ね
ぇ
？
」 

西
尾
「
っ
て
言
う
か
、
秀
一
、
あ
の
娘
と
電
話
し
て

な
い
？
」 

秀
一
「
・
・
・
・
澪
？
」 

澪 

『
会
え
た
ね
。
秀
君
、
会
え
た
ね
！
』 

秀
一
（
Ｍ
）
「
だ
け
ど
そ
れ
は
、
僅
か
な
時
間
で
、

僕
達
を
乗
せ
た
バ
ス
は
ゆ
っ
く
り
と
す
れ
違
い
、

離
れ
て
行
っ
た
る
東
京
と
夕
張
な
ら
諦
め
ら
れ
る

想
い
が
、
数
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
近
づ
い
て
も
満

た
さ
れ
な
い
・
・
・
・
」 

澪 

『
（
淋
し
そ
う
に
）
ま
る
で
太
陽
と
お
月
様
み

た
い
だ
ね
』 

秀
一
（
Ｍ
）
「
別
れ
際
の
澪
の
言
葉
を
聞
き
な
が
ら

僕
は
思
っ
た
。
こ
ん
な
に
辛
い
思
い
を
す
る
の
な

ら
、
気
が
つ
か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
・
・
・
・
」 

 

○
２
０
０
６
年 

新
宿
。 

 
 

雑
踏
の
中
、
酔
客
の
声
。 

秀
一
（
Ｍ
）
「
そ
の
後
、
僕
達
は
再
び
電
話
で
だ
け

の
遣
り
取
り
を
続
け
な
が
ら
、
互
い
の
人
生
を
歩

ん
で
い
る
。
澪
は
高
校
卒
業
後
、
市
内
の
福
祉
学

校
に
進
み
、
介
護
士
の
資
格
を
取
る
と
、
夕
張
の

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
始
め
た
。
僕
は
高
校

時
代
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
今
の
会
社
で

シ
ス
テ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
て
い
る
」 

 
 

携
帯
の
音
。 

秀
一
「
は
い
」 

澪 

『
あ
、
い
ま
大
丈
夫
？
』 

秀
一
「
う
ん
」 

澪 

『
会
社
？
』 

秀
一
「
い
ま
出
た
と
こ
ろ
」 

澪 

『
相
変
わ
ら
ず
遅
い
ね
。も
う
十
二
時
近
い
よ
。

夕
食
食
べ
た
？
』 

秀
一
「
こ
れ
か
ら
」 

澪 

『
ま
た
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
？
』 

秀
一
「
多
分
」 

澪 

『
そ
ん
な
ん
ば
か
り
じ
ゃ
、
身
体
壊
す
よ
』 

秀
一
「
一
人
暮
ら
し
の
気
軽
さ
で
ね
。
気
を
つ
け
る

よ
。
と
こ
ろ
で
大
変
そ
う
だ
ね
？
」 

澪 

『
え
？
』 

秀
一
「
夕
張
・
・
・
・
。
ニ
ュ
ー
ス
で
・
・
・
・
」 

澪 

『
（
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
）
あ
！
あ
あ
！

急
な
話
だ
っ
た
か
ら
』 

秀
一
「
・
・
・
・
他
に
何
か
あ
っ
た
？
」 

澪 

『
ど
う
し
て
？
』 

秀
一
「
な
ん
と
な
く
。
ち
ょ
っ
と
い
つ
も
と
違
う
か

な
っ
て
。
そ
ん
な
気
が
し
た
」 

澪 

『
・
・
・
・
や
っ
ぱ
、
分
か
っ
ち
ゃ
う
ね
』 

秀
一
「
話
せ
る
事
？
」 

澪 

『
聞
い
て
く
れ
る
？
』 

秀
一
「
聞
く
こ
と
し
か
出
来
な
い
け
ど
」 

澪 

『
・
・
・
・
私
の
担
当
し
て
い
た
お
爺
ち
ゃ
ん

が
、
今
朝
、
病
院
で
亡
く
な
っ
た
の
。
ガ
ン
だ
っ

た
。
何
度
か
お
見
舞
い
に
も
行
っ
て
、
そ
の
度
に

喜
ん
で
く
れ
た
。
お
爺
ち
ゃ
ん
の
家
族
、
み
ん
な

本
州
で
ね
。
私
を
孫
み
た
い
に
可
愛
が
っ
て
く
れ

て
て
。お
爺
ち
ゃ
ん
、北
炭
の
炭
鉱
マ
ン
だ
っ
た
。

う
ち
の
亡
く
な
っ
た
お
爺
ち
ゃ
ん
は
大
夕
張
だ
っ

た
で
し
ょ
。
だ
か
ら
余
計
に
ね
・
・
・
・
』 

秀
一
「
・
・
・
・
大
丈
夫
？
」 

澪 

『
・
・
・
・
多
分
、
（
涙
声
で
）
・
・
・
・
大

丈
夫
じ
ゃ
な
い
』 

秀
一
（
Ｍ
）「
澪
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
の
瞬
間
、

傍
に
い
て
や
れ
な
い
痛
み
が
雪
の
様
に
僕
の
心
に

降
り
積
も
り
、チ
リ
チ
リ
と
焦
が
す
の
を
感
じ
た
」 



   7  
  

澪 

『
ゴ
メ
ン
。
ま
た
泣
い
た
。
泣
い
て
電
話
す
る

の
止
め
よ
う
と
思
う
ん
だ
け
ど
・
・
・
・
』 

秀
一
「
俺
で
い
い
な
ら
、
い
つ
で
も
電
話
し
て
」 

澪 

『
あ
り
が
と
う
。
で
も
ダ
メ
だ
よ
。
い
つ
ま
で

も
甘
え
ら
れ
な
い
よ
。
秀
君
に
彼
女
さ
ん
と
か
出

来
た
ら
悪
い
し
、
そ
れ
に
結
婚
な
ん
か
し
た

ら
・
・
・
・
』 

秀
一
「
・
・
・
・
澪
」 

澪 

『
ゴ
メ
ン
！
変
な
事
、
言
っ
た
ね
。
お
休
み
！
』 

 
 

電
話
の
切
れ
る
音
。
そ
こ
に
霧
雨
の
降
る
音
が

か
ぶ
る
。 

秀
一
（
Ｍ
）
「
そ
う
言
っ
て
切
れ
た
電
話
を
握
り
締

め
な
が
ら
、
僕
は
梅
雨
に
濡
れ
る
星
の
見
え
な
い

東
京
の
夜
空
を
見
上
げ
た
・
・
・
・
」 

 
 

遠
雷
の
音
が
聞
こ
え
る
。 

 

○
夕
張
・
澪
の
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 
 

談
話
室
で
会
話
す
る
老
人
達
の
声
。 

 
 

Ｔ
Ｖ
か
ら
流
れ
る
夕
張
財
政
破
綻
の
報
道
。 

老
人
Ａ
「
こ
の
先
、
ど
う
な
る
ん
か
ね
」 

老
人
Ｂ
「
何
で
も
高
く
な
っ
て
、
住
み
づ
ら
く
な
る

な
」 

老
人
Ａ
「
閉
め
た
店
も
あ
る
っ
て
よ
」 

老
人
Ｂ
「
そ
の
う
ち
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
も
」 

 
 

二
人
に
近
づ
い
て
く
る
足
音
。 

澪 

「
ど
う
し
た
の
？
心
配
そ
う
な
顔
し
て
・
・
・
・
」 

老
人
Ａ
「
澪
ち
ゃ
ん
か
い
。
い
や
、
俺
達
の
居
場
所

が
な
く
な
る
か
と
思
う
と
よ
」 

澪 

「
（
笑
い
な
が
ら
）
そ
ん
な
事
、
あ
る
わ
け
な

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」 

老
人
Ａ
「
・
・
・
・
そ
れ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど
な
」 

澪 

「
大
丈
夫
で
す
っ
て
！
」 

老
人
Ｂ
「
・
・
・
・
澪
ち
ゃ
ん
は
、
街
、
離
れ
ね
ぇ

の
か
い
？
」 

澪 

「
ど
う
し
て
で
す
？
」 

老
人
Ａ
「
若
い
人
た
ち
に
は
住
み
に
く
く
な
っ
た
か

ら
よ
」 

澪 

「
そ
れ
は
み
ん
な
一
緒
で
す
よ
」 

老
人
Ｂ
「
で
も
札
幌
と
か
の
方
が
、
何
か
と
便
利
だ

し
ね
」 

澪 

「
で
も
、
住
み
や
す
い
の
と
は
別
で
す
よ
。
（
お

ど
け
て
）
そ
れ
に
私
、
バ
リ
バ
リ
の
夕
張
っ
子
で

す
か
ら
！
頼
ま
れ
て
も
出
て
行
か
な
い
で
す
よ
！
」 

老
人
Ａ
「
（
笑
い
な
が
ら
）
そ
り
ゃ
心
強
い
や
！
」 

澪 

「
（
囁
く
よ
う
に
）
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
私

は
い
つ
で
も
傍
に
い
ま
す
か
ら
ね
」 

 
○
秀
一
の
会
社
。 

 
 

日
常
の
音
が
聞
こ
え
る
。 

 
 

そ
こ
に
携
帯
の
「
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
ａ 

Ｍ

ａ
ｌ
ｅ
」
の
音
。 

 

秀
一
「
・
・
・
・
八
嶋
か
。
ま
た
急
な
話
だ
な
・
・
・
・
」 

 

○
都
内
・
居
酒
屋
。 

 
 

ざ
わ
つ
く
周
囲
の
音
。
威
勢
の
良
い
店
員
の
声

と
酔
客
の
声
。 

秀
一
「
お
ま
た
せ
！
」 

八
嶋
・
西
尾
「
お
疲
れ
！
先
や
っ
て
る
ぜ
」 

秀
一
「
あ
あ
。
（
栓
を
抜
く
音
）
へ
ぇ
ー
、
瓶
ビ
ー

ル
か
。
（
グ
ラ
ス
に
注
ぐ
音
）
じ
ゃ
、
と
り
あ
え

ず
・
・
・
・
」 

三
人
「
ほ
い
。
御
無
沙
汰
！
」 

 
 

グ
ラ
ス
を
合
わ
せ
る
音
。 

八
嶋
「
だ
け
ど
、
秀
一
と
会
う
の
も
久
し
ぶ
り
だ
な
」 

秀
一
「
西
尾
が
去
年
、
一
度
帰
っ
て
来
た
と
き
以
来

だ
か
ら
、
丸
一
年
ぶ
り
く
ら
い
か
な
？
」 

西
尾
「
へ
ー
。
二
人
で
よ
く
会
っ
て
る
の
か
と
思
っ

た
よ
」 

八
嶋
「
俺
は
大
学
生
で
暇
な
ん
だ
け
ど
、
秀
一
が
忙

し
く
て
さ
。
な
ん
た
っ
て
チ
ー
フ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

様
だ
か
ら
。
今
日
み
た
く
強
引
に
い
か
な
い
と
時

間
取
れ
な
い
わ
け
よ
」 

西
尾
「
高
校
の
時
か
ら
忙
し
そ
う
だ
っ
た
も
ん
な
。

（
突
然
、
思
い
出
し
）
・
・
・
・
そ
う
、
高
校
と

い
え
ば
、
あ
の
ロ
ボ
ッ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
！
八
嶋

が
操
縦
さ
え
失
敗
し
な
け
り
ゃ
・
・
・
・
」 

秀
一
「
ま
た
、
そ
の
話
か
よ
。
・
・
・
・
悪
酔
い
し

そ
う
だ
」 

八
嶋
「
へ
い
へ
い
。
ど
う
せ
俺
の
操
縦
が
ヘ
タ
ッ
ピ

で
し
た
よ
」 

秀
一
「
別
に
誰
の
せ
え
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
さ
」 

西
尾
「
で
も
秀
一
が
組
ん
だ
ロ
ボ
ッ
ト
・
ア
ー
ム
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
凄
か
っ
た
よ
な
。
だ
か
ら
コ
ン
テ

ス
ト
を
見
に
来
た
会
社
の
人
だ
っ
て
、
お
前
が
進

学
を
諦
め
た
時
、
す
ぐ
声
か
け
て
く
れ
た
じ
ゃ
な

い
か
？
」 

秀
一
「
あ
あ
。
感
謝
し
て
る
。
で
も
俺
ぐ
ら
い
の
は

ザ
ラ
に
い
る
よ
・
・
・
・
」 

八
嶋
「
少
し
は
威
張
れ
よ
。
・
・
・
・
相
変
わ
ら
ず
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不
器
用
な
の
な
」 

西
尾
「
そ
こ
が
秀
一
の
い
い
と
こ
ろ
だ
よ
。
で
、
俺

が
今
回
、
帰
っ
て
来
た
の
は
・
・
・
・
」 

八
嶋
「
卒
業
が
近
い
ん
で
、
就
活
の
為
だ
ろ
？
」 

西
尾
「
違
う
よ
。
俺
、
大
学
の
研
究
室
に
残
る
ん
だ
」 

秀
一
「
良
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
！
あ
の
工
科
大
、
ア

メ
リ
カ
で
も
レ
ベ
ル
高
い
方
だ
ろ
？
」 

西
尾
「
ま
あ
な
。
で
、
教
授
に
あ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
ビ

デ
オ
を
見
せ
た
ら
気
に
い
っ
て
さ
。
特
に
ア
ー
ム

の
動
き
が
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
組
ん
だ
人
間
、
褒
め
て

た
よ
」 

秀
一「
今
じ
ゃ
マ
ニ
ア
な
中
学
生
で
も
簡
単
だ
ろ
？
」 

西
尾
「
六
年
前
だ
ぜ
？
あ
の
頃
は
大
学
生
で
も
無

理
！
」 

八
嶋
「
確
か
に
な
・
・
・
・
」 

秀
一
「
そ
う
か
な
？
」 

西
尾
「
そ
う
な
ん
だ
よ
！
で
、
う
ち
の
研
究
室
、
例

の
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
絡
ん
で
て
、
そ
れ

も
ロ
ボ
ッ
ト
・
ア
ー
ム
」 

八
嶋
「
西
尾
、
そ
れ
っ
て
・
・
・
・
」 

西
尾
「
秀
一
、
お
前
が
希
望
す
れ
ば
、
奨
学
金
付
き

の
研
究
生
と
し
て
迎
え
て
も
い
い
っ
て
、
教
授
が

言
っ
て
る
ん
だ
。
な
、
夢
だ
っ
た
ろ
？
ロ
ボ
ッ
ト

開
発
！
」 

秀
一
（
Ｍ
）
「
旧
友
の
思
わ
ぬ
言
葉
に
、
忘
れ
た
は

ず
の
夢
を
思
い
出
し
た
僕
の
気
持
ち
は
、
激
し
く

揺
ら
い
だ
・
・
・
・
」 

 

○
秀
一
の
会
社
・
夜 

 
 

キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
く
音
だ
け
が
聞
こ
え
る
。 

携
帯
の
着
信
音
。 

秀
一
「
も
し
も
し
」 

澪 

『
今
晩
は
。
大
丈
夫
？
』 

秀
一
「
う
ん
」 

澪 

『
外
？
』 

秀
一
「
会
社
」 

澪 

『
残
業
？
』 

秀
一
「
そ
ん
な
と
こ
」 

澪 

『
ゴ
メ
ン
、
か
け
直
す
』 

秀
一
「
い
い
。
ち
ょ
う
ど
一
息
入
れ
る
と
こ
。
ど
う

か
し
た
？
」 

澪 

『
こ
の
前
、
変
な
事
言
っ
た
か
ら
・
・
・
・
。

（
照
れ
笑
い
な
が
ら
）
な
ん
か
、
今
更
っ
て
感
じ

だ
よ
ね
』 

秀
一
「
気
に
し
過
ぎ
。
辛
い
時
は
頼
っ
て
」 

澪 

『
だ
め
だ
よ
。
優
し
く
さ
れ
た
ら
、
私
、
わ
が

ま
ま
に
な
る
か
ら
・
・
・
・
。
無
理
言
う
か
ら
・
・
・
・
』 

秀
一
「
ど
ん
な
？
」 

澪 
『
・
・
・
・
こ
の
前
ね
。
セ
ン
タ
ー
の
お
爺
ち

ゃ
ん
方
に
約
束
し
た
の
。い
つ
も
傍
に
い
る
っ
て
。

で
、
そ
の
時
に
思
っ
た
。
私
は
誰
に
い
て
欲
し
い

ん
だ
ろ
？
っ
て
』 

秀
一
「
・
・
・
・
澪
、
」 

澪 

『
ね
。
無
理
な
事
言
う
で
し
ょ
。
小
学
生
の
頃

と
変
わ
ら
な
い
よ
ね
。
成
長
し
な
い
っ
て
い
う

か
・
・
・
・
。
バ
カ
だ
よ
ね
、
私
』 

秀
一
「
澪
、
・
・
・
・
。
あ
の
ね
。
俺
・
・
・
・
」 

澪 

『
（
慌
て
て
）
ゴ
メ
ン
！
忘
れ
て
！
お
休
み
！
』 

 
 

電
話
の
切
れ
る
音
。 

 
 

霧
雨
の
音
に
混
ざ
っ
て
、
遠
く
に
街
の
雑
踏
が

微
か
に
聞
こ
え
る
。 

秀
一
（
Ｍ
）
「
僕
達
は
い
つ
も
互
い
の
事
を
気
遣
い

な
が
ら
傷
つ
い
て
い
っ
た
。
ど
ち
ら
か
が
も
う
少

し
わ
が
ま
ま
な
ら
、
僕
達
は
も
っ
と
近
づ
け
た
は

ず
な
の
に
・
・
・
・
」 

 
 

エ
リ
ッ
ク
・
ク
ラ
プ
ト
ン
の
曲
、
ワ
ン
ダ
フ
ル
・

ト
ゥ
ナ
イ
ト
で
間 

 

○
新
宿
・
中
華
店 

 
 

中
華
鍋
を
威
勢
よ
く
振
る
音
と
食
材
が
焼
か
れ

る
美
味
そ
う
な
音
。 

 
 

そ
こ
に
ド
ア
の
開
く
音
。 

同
僚
「
課
長
！
丸
っ
と
ひ
と
月
！
俺
も
秀
一
も
会
社

出
る
の
は
深
夜
零
時
で
す
よ
！
な
ぁ
！
秀
一
！
」 

秀
一
「
い
や
、
ま
あ
・
・
・
・
」 

課
長
「
わ
ー
っ
た
っ
て
！
だ
か
ら
今
日
は
日
頃
の
労

を
ね
ぎ
ら
っ
て
や
る
っ
て
言
っ
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ

か
！
」 

店
主
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」 

上
司
「
ど
う
も
。
と
り
あ
え
ず
焼
き
餃
子
三
人
前
と

生
！
三
つ
！
」 

店
主
「
（
威
勢
良
く
）
は
い
！
」 

 
 

椅
子
を
引
く
音
。
Ｔ
Ｖ
の
野
球
中
継
の
音
が
聞

こ
え
る
。 

上
司
「
ん
？
ノ
リ
の
悪
い
顔
し
て
る
な
？
」 

同
僚
「
・
・
・
・
暑
気
払
い
で
中
華
っ
す
か
？
普
通

は
ビ
ア
・
ガ
ー
デ
ン
と
か
・
・
・
・
」 

上
司
「
バ
カ
だ
ね
。
こ
の
梅
雨
時
に
、
な
ん
で
外
で

飲
ま
な
き
ゃ
な
ん
な
い
ん
だ
よ
？
な
ぁ
、
秀
一
」 

秀
一
「
そ
う
で
す
ね
・
・
・
・
」 
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上
司
「
・
・
・
・
ど
う
か
し
た
か
？
」 

秀
一
（
Ｍ
）
「
あ
の
後
、
た
び
た
び
西
尾
か
ら
ア
メ

リ
カ
行
き
を
誘
わ
れ
て
い
た
僕
は
、
澪
は
勿
論
、

会
社
の
上
司
に
も
相
談
で
き
ず
に
悩
ん
で
い
た
」 

上
司
「
悩
み
事
か
？
」 

秀
一
「
（
決
心
し
て
）
あ
の
・
・
・
・
」 

 
 

突
然
、店
内
に
バ
ー
ド
・
コ
ー
ル
の
音
が
響
く
。 

秀
一
「
・
・
・
・
あ
」 

 
 

女
の
子
の
笑
い
声
と
鳴
り
続
け
る
バ
ー
ド
・
コ

ー
ル
。 

上
司
「
へ
ぇ
ー
、
お
嬢
ち
ゃ
ん
、
バ
ー
ド
・
コ
ー
ル

と
は
洒
落
た
物
、
持
っ
て
る
ね
」 

主
人
「
（
笑
い
な
が
ら
）
た
ま
た
ま
キ
ャ
ン
プ
道
具

を
買
い
に
行
っ
た
ら
、
ね
だ
ら
れ
て
買
っ
ち
ゃ
い

ま
し
た
。
そ
し
た
ら
何
が
面
白
い
の
か
、
御
覧
の

通
り
、
四
六
時
中
で
す
よ
」 

上
司
「
音
が
気
に
い
っ
た
ん
だ
ろ
？
」 

主
人
「
多
分
ね
。
お
か
げ
で
、
こ
の
娘
が
ど
こ
に
居

る
か
直
ぐ
に
分
か
り
ま
す
よ
」 

 
 

中
華
店
の
音
が
消
え
て
い
き
、
虫
の
鳴
き
声
や

梟
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

澪
（
Ｍ
）
「
秀
君
。
何
処
に
居
て
も
分
か
る
よ
」 

 
 

虫
と
梟
の
鳴
き
声
が
消
え
、
中
華
店
の
喧
騒
が

戻
る
。 

秀
一
「
そ
う
だ
ね
。
何
処
に
居
て
も
・
・
・
・
」 

 

○
秀
一
の
会
社
・
会
議
室 

 
 

キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
く
音
や
電
話
な
ど
の
日
常
音
。 

上
司
「
秀
一
、
こ
の
前
の
件
な
。
や
っ
ぱ
気
持
ち
は

変
わ
ら
ん
か
？
」 

秀
一
「
・
・
・
・
す
い
ま
せ
ん
、
課
長
」 

上
司「
お
前
に
抜
け
ら
れ
る
の
は
辛
い
ん
だ
よ
な
・・
」 

秀
一「
基
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
組
ん
で
あ
り
ま
す
の
で
、

後
は
応
用
で
い
け
る
と
思
い
ま
す
」 

上
司
「
い
や
。
俺
が
言
っ
て
る
の
は
ね
。
手
持
ち
の

仕
事
の
話
じ
ゃ
な
い
わ
け
よ
。
今
後
の
当
社
の
展

望
と
し
て
の
話
」 

秀
一
「
・
・
・
・
す
い
ま
せ
ん
。
お
世
話
に
な
っ
て

お
き
な
が
ら
」 

上
司
「
本
当
は
意
地
で
も
止
め
る
べ
き
何
だ
ろ
う
け

ど
な
・
・
・
・
」 

秀
一
「
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
い
て
嬉
し
い
で
す
。
で

も
・
・
・
・
」 

上
司「
仕
方
ね
ぇ
よ
な
。想
い
が
走
っ
ち
ま
っ
た
ら
、

も
う
止
め
ら
れ
ね
ぇ
よ
な
」 

秀
一
「
・
・
・
・
す
い
ま
せ
ん
」 

 
 

会
議
室
を
出
て
行
く
秀
一
。 

 
 

入
れ
替
わ
り
に
同
僚
が
会
議
室
に
入
っ
て
来
る
。 

同
僚
「
秀
一
、
二
番
に
電
話
。
長
野
の
長
縄
さ
ん
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
バ
グ
出
た
っ
て
」 

秀
一
「
シ
ス
テ
ム
障
害
か
な
？
あ
り
が
と
う
」 

 
 

ド
ア
の
閉
ま
る
音
。 

同
僚
「
（
コ
ソ
コ
ソ
と
）
課
長
、
本
当
な
ん
す
か
？
」 

上
司
「
（
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
）
何
が
？
」 

同
僚
「
秀
一
が
会
社
辞
め
る
っ
て
話
で
す
よ
！
」 

上
司
「
・
・
・
・
い
ら
ね
ぇ
時
に
早
い
情
報
処
理
能

力
だ
な
」 

同
僚
「
や
っ
ぱ
本
当
な
ん
す
か
！
大
手
に
行
く
ん
す

か
ね
？
ア
メ
リ
カ
に
行
く
っ
て
噂
も
あ
り
ま
す

よ
？
」 

上
司「
ん
？
辞
令
が
正
式
に
出
た
ら
教
え
て
や
る
よ
。

ま
ぁ
何
に
せ
よ
。
俺
と
し
ち
ゃ
、
出
来
る
だ
け
力

に
な
っ
て
や
り
た
い
と
思
う
ね
」 

 

○
夕
張
・
澪
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
夕
方 

 
 

仕
事
が
終
わ
り
、
駐
車
場
に
向
か
う
澪
と
同
僚

達
。 

 
 

互
い
に
「
お
疲
れ
さ
ま
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
声
。 

同
僚
「
澪
ち
ゃ
ん
、
あ
ん
た
ど
う
す
る
の
？
」 

澪 

「
今
日
は
車
だ
か
ら
飲
め
ま
せ
ん
よ
」 

同
僚
「
違
う
よ
。
仕
事
の
話
」 

澪 

「
へ
？
」 

同
僚
「
だ
か
ら
！
事
務
長
も
言
っ
て
た
し
ょ
や
。
こ

れ
か
ら
は
市
か
ら
の
助
成
金
も
厳
し
く
な
る
っ

て
。
・
・
・
・
給
料
に
も
影
響
出
る
よ
」 

澪 

「
そ
の
話
し
で
す
か
・
・
・
・
」 

同
僚
「
何
人
か
は
、
別
の
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー
に
履
歴

書
出
し
て
る
っ
て
。
札
幌
に
行
く
っ
て
娘
も
い
る

よ
。
さ
す
が
に
あ
た
し
の
歳
じ
ゃ
ね
。
で
も
あ
ん

た
は
若
い
ん
だ
か
ら
何
処
で
も
雇
っ
て
く
れ
る
よ
」 

澪 

「
そ
ん
な
事
、
な
い
で
す
よ
」 

同
僚
「
そ
れ
に
、
い
ま
な
ら
行
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

い
？
」 

澪 

「
何
処
に
で
す
か
？
」 

同
僚
「
例
の
電
話
の
。
東
京
の
彼
氏
の
所
」 

澪 

「
（
照
れ
な
が
ら
）
か
、
彼
氏
じ
ゃ
な
い
で
す

っ
て
！
幼
馴
染
で
す
！
」 

同
僚
「
な
ん
に
せ
よ
・
・
・
・
」 

 
 

車
の
ド
ア
の
開
閉
音
、エ
ン
ジ
ン
の
か
か
る
音
。 

同
僚
「
・
・
・
・
一
度
、
良
く
考
え
た
方
が
い
い
よ
。
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後
悔
先
に
立
た
ず
。
素
直
に
お
な
り
よ
」 

 
 

走
り
去
る
同
僚
の
車
の
音
。 

 
 

そ
れ
を
見
送
り
な
が
ら
、
一
人
で
呟
く
澪
。 

澪 

「
・
・
・
・
そ
う
言
わ
れ
て
も
。
う
ん
。
秀
君

に
会
い
た
い
。
で
も
会
っ
た
ら
、
離
れ
ら
れ
な
く

な
る
。
私
、
夕
張
の
大
切
な
想
い
を
置
い
て
い
け

る
の
か
な
？
そ
ん
な
私
を
秀
君
は
ど
う
思
う
の
か

な
・
・
・
・
」 

 
 

そ
の
時
、
突
然
、
澪
の
携
帯
が
鳴
る
。 

澪 

「
秀
君
？
」 

秀
一
『
う
ん
』 

澪 

「
（
少
し
緊
張
し
て
）
ど
う
し
た
の
？
昔
か
ら

電
話
は
私
か
ら
っ
て
ろ
・
・
・
・
」 

秀
一
『
ゴ
メ
ン
、
い
ま
大
丈
夫
？
』 

澪 

「
・
・
・
・
何
か
あ
っ
た
？
」 

秀
一
『
澪
の
声
が
聞
き
た
か
っ
た
』 

澪 

「（
動
揺
し
て
）突
然
な
に
？
な
ん
か
変
だ
よ
？
」 

秀
一
『
そ
ぉ
？
』 

澪 

「
・
・
・
・
秀
君
？
」 

秀
一
『
い
ま
バ
ー
ド
・
コ
ー
ル
持
っ
て
る
？
』 

澪 

「
・
・
・
・
う
ん
」 

 
 

澪
の
バ
ー
ド
・
コ
ー
ル
の
鳴
る
音
。 

秀
一
『
そ
の
音
で
澪
が
何
処
に
い
て
も
直
ぐ
分
か
る

よ
』 

澪 

「
（
途
惑
い
な
が
ら
）
・
・
・
・
ヤ
ダ
。
ど
う

し
た
の
？
い
ま
会
社
？
」 

秀
一
「
い
や
、
・
・
・
・
東
京
に
は
も
う
い
な
い
」 

澪 

「
う
そ
！
ど
う
い
う
事
？
何
処
に
い
る
の
！
」 

 
 

澪
に
近
づ
い
て
く
る
靴
音
。 

秀
一
「
（
電
話
の
声
で
は
な
く
）
・
・
・
・
ほ
ら
、

と
な
り
に
い
る
よ
」 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 


